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(57)【要約】
【課題】画像処理パラメータの更新が容易な内視鏡シス
テム。
【解決手段】撮像素子と、撮像素子からの画像信号に前
段画像処理を施す第１処理部と、不揮発性の第１メモリ
とを有するスコープを備える。前段画像処理が施された
画像信号について後段画像処理を施す第２処理部と、不
揮発性の第２メモリと、揮発性の更新用メモリとを有す
るプロセッサを備える。第１メモリ、及び第２メモリは
、前段画像処理と後段画像処理に使用されるパラメータ
を含む画像処理関連データを記録する。更新用メモリは
、第２メモリに記録された画像処理関連データが、第１
メモリに記録された画像処理関連データに比べて古い場
合、第１メモリに記録された画像処理関連データを記録
するために使用される。更新用メモリに画像処理関連デ
ータが記録された場合は、第２メモリの画像処理関連デ
ータが、更新用メモリに記録された画像処理関連データ
に書き換えられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子と、前記撮像素子からの画像信号に前段の画像処理を施すスコープ画像処理回
路と、不揮発性のスコープ画像処理用メモリと、揮発性のスコープ更新準備用メモリとを
有するスコープと、
　前記前段の画像処理が施された画像信号について後段の画像処理を施すプロセッサ画像
処理回路と、不揮発性のプロセッサ画像処理用メモリと、揮発性のプロセッサ更新準備用
メモリとを有するプロセッサとを備え、
　前記スコープ画像処理用メモリ、及びプロセッサ画像処理用メモリは、前記前段の画像
処理と前記後段の画像処理に使用されるパラメータまたはプログラムを含む画像処理関連
データを記録し、
　前記スコープ更新準備用メモリは、前記スコープ画像処理用メモリに記録された前記画
像処理関連データが、前記プロセッサ画像処理用メモリに記録された前記画像処理関連デ
ータに比べて古い場合、前記プロセッサ画像処理用メモリに記録された前記画像処理関連
データを一時記録するために使用され、
　前記プロセッサ更新準備用メモリは、前記プロセッサ画像処理用メモリに記録された前
記画像処理関連データが、前記スコープ画像処理用メモリに記録された前記画像処理関連
データに比べて古い場合、前記スコープ画像処理用メモリに記録された画像処理関連デー
タを一時記録するために使用され、
　前記スコープ更新準備用メモリに前記画像処理関連データが一時記録された場合は、前
記スコープ画像処理用メモリの前記画像処理関連データが、前記スコープ更新準備用メモ
リに一時記録された前記画像処理関連データに書き換えられ、
　前記プロセッサ更新準備用メモリに前記画像処理関連データが一時記録された場合は、
前記プロセッサ画像処理用メモリの前記画像処理関連データが、前記プロセッサ更新準備
用メモリに一時記録された前記画像処理関連データに書き換えられることを特徴とする内
視鏡システム。
【請求項２】
　前記スコープ画像処理用メモリに記録された前記画像処理関連データが、前記プロセッ
サ画像処理用メモリに記録された前記画像処理関連データに比べて古いか否かの判断は、
前記スコープと前記プロセッサとが接続された時であって、前記前段の画像処理や前記後
段の画像処理が開始される前に行われることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システ
ム。
【請求項３】
　撮像素子と、前記撮像素子からの画像信号に前段の画像処理を施すスコープ画像処理回
路と、不揮発性のスコープ画像処理用メモリとを有するスコープと、
　前記前段の画像処理が施された画像信号について後段の画像処理を施すプロセッサ画像
処理回路と、不揮発性のプロセッサ画像処理用メモリと、揮発性のプロセッサ更新準備用
メモリとを有するプロセッサとを備え、
　前記スコープ画像処理用メモリ、及びプロセッサ画像処理用メモリは、前記前段の画像
処理と前記後段の画像処理に使用されるパラメータまたはプログラムを含む画像処理関連
データを記録し、
　前記プロセッサ更新準備用メモリは、前記プロセッサ画像処理用メモリに記録された前
記画像処理関連データが、前記スコープ画像処理用メモリに記録された前記画像処理関連
データに比べて古い場合、前記スコープ画像処理用メモリに記録された画像処理関連デー
タを一時記録するために使用され、
　前記プロセッサ更新準備用メモリに前記画像処理関連データが一時記録された場合は、
前記プロセッサ画像処理用メモリの前記画像処理関連データが、前記プロセッサ更新準備
用メモリに一時記録された前記画像処理関連データに書き換えられることを特徴とする内
視鏡システム。
【請求項４】
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　撮像素子と、前記撮像素子からの画像信号に前段の画像処理を施すスコープ画像処理回
路と、不揮発性のスコープ画像処理用メモリと、揮発性のスコープ更新準備用メモリとを
有するスコープと、
　前記前段の画像処理が施された画像信号について後段の画像処理を施すプロセッサ画像
処理回路と、不揮発性のプロセッサ画像処理用メモリとを有するプロセッサとを備え、
　前記スコープ画像処理用メモリ、及びプロセッサ画像処理用メモリは、前記前段の画像
処理と前記後段の画像処理に使用されるパラメータまたはプログラムを含む画像処理関連
データを記録し、
　前記スコープ更新準備用メモリは、前記スコープ画像処理用メモリに記録された前記画
像処理関連データが、前記プロセッサ画像処理用メモリに記録された前記画像処理関連デ
ータに比べて古い場合、前記プロセッサ画像処理用メモリに記録された前記画像処理関連
データを一時記録するために使用され、
　前記スコープ更新準備用メモリに前記画像処理関連データが一時記録された場合は、前
記スコープ画像処理用メモリの前記画像処理関連データが、前記スコープ更新準備用メモ
リに一時記録された前記画像処理関連データに書き換えられることを特徴とする内視鏡シ
ステム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡システムに関し、特に不具合の解析を容易にする内視鏡システムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像素子が搭載されたスコープを備えた内視鏡システムが提案されている。内視
鏡システムにおいて、スコープに内蔵される画像処理装置における画像処理パラメータや
ファームウェアなどは、予め接続が想定されるプロセッサの特性を考慮した状態で、スコ
ープに設定されている。同様に、プロセッサに内蔵される画像処理装置における画像処理
パラメータやファームウェアなどは、予め接続が想定されるスコープの特性を考慮した状
態で、プロセッサに設定されている。但し、後に開発される総ての機種の特性を考慮した
画像処理パラメータなどを設定するのは困難であり、出荷後に画像処理パラメータなどを
更新出来るシステムが望まれていた。
【０００３】
　特許文献１は、ノートパソコン等の外部機器から送信されたファームウェアプログラム
データを受信してファームウェアのバージョンアップが可能な内視鏡システムを開示する
。
【特許文献１】特開２０００－２４５６８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の装置では、ノートパソコン等の外部機器を内視鏡システムに接続
する必要があり、かかる接続やデータ転送に関する知識を有する者を必要になる問題があ
った。
【０００５】
　したがって本発明の目的は、外部機器に接続することなく、画像処理パラメータやファ
ームウェアの更新が容易に行える内視鏡システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る内視鏡システムは、撮像素子と、撮像素子からの画像信号に前段の画像処
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理を施すスコープ画像処理回路と、不揮発性のスコープ画像処理用メモリと、揮発性のス
コープ更新準備用メモリとを有するスコープと、前段の画像処理が施された画像信号につ
いて後段の画像処理を施すプロセッサ画像処理回路と、不揮発性のプロセッサ画像処理用
メモリと、揮発性のプロセッサ更新準備用メモリとを有するプロセッサとを備え、スコー
プ画像処理用メモリ、及びプロセッサ画像処理用メモリは、前段の画像処理と後段の画像
処理に使用されるパラメータまたはプログラムを含む画像処理関連データを記録し、スコ
ープ更新準備用メモリは、スコープ画像処理用メモリに記録された画像処理関連データが
、プロセッサ画像処理用メモリに記録された画像処理関連データに比べて古い場合、プロ
セッサ画像処理用メモリに記録された画像処理関連データを一時記録するために使用され
、プロセッサ更新準備用メモリは、プロセッサ画像処理用メモリに記録された画像処理関
連データが、スコープ画像処理用メモリに記録された画像処理関連データに比べて古い場
合、スコープ画像処理用メモリに記録された画像処理関連データを一時記録するために使
用され、スコープ更新準備用メモリに画像処理関連データが一時記録された場合は、スコ
ープ画像処理用メモリの画像処理関連データが、スコープ更新準備用メモリに一時記録さ
れた画像処理関連データに書き換えられ、プロセッサ更新準備用メモリに画像処理関連デ
ータが一時記録された場合は、プロセッサ画像処理用メモリの画像処理関連データが、プ
ロセッサ更新準備用メモリに一時記録された画像処理関連データに書き換えられる。
【０００７】
　好ましくは、スコープ画像処理用メモリに記録された画像処理関連データが、プロセッ
サ画像処理用メモリに記録された前記画像処理関連データに比べて古いか否かの判断は、
スコープとプロセッサとが接続された時であって、前段の画像処理や後段の画像処理が開
始される前に行われる。
【０００８】
　本発明に係る内視鏡システムは、撮像素子と、撮像素子からの画像信号に前段の画像処
理を施すスコープ画像処理回路と、不揮発性のスコープ画像処理用メモリとを有するスコ
ープと、前段の画像処理が施された画像信号について後段の画像処理を施すプロセッサ画
像処理回路と、不揮発性のプロセッサ画像処理用メモリと、揮発性のプロセッサ更新準備
用メモリとを有するプロセッサとを備え、スコープ画像処理用メモリ、及びプロセッサ画
像処理用メモリは、前段の画像処理と後段の画像処理に使用されるパラメータまたはプロ
グラムを含む画像処理関連データを記録し、プロセッサ更新準備用メモリは、プロセッサ
画像処理用メモリに記録された画像処理関連データが、スコープ画像処理用メモリに記録
された画像処理関連データに比べて古い場合、スコープ画像処理用メモリに記録された画
像処理関連データを一時記録するために使用され、プロセッサ更新準備用メモリに画像処
理関連データが一時記録された場合は、プロセッサ画像処理用メモリの画像処理関連デー
タが、プロセッサ更新準備用メモリに一時記録された画像処理関連データに書き換えられ
る。
【０００９】
　本発明に係る内視鏡システムは、撮像素子と、撮像素子からの画像信号に前段の画像処
理を施すスコープ画像処理回路と、不揮発性のスコープ画像処理用メモリと、揮発性のス
コープ更新準備用メモリとを有するスコープと、前段の画像処理が施された画像信号につ
いて後段の画像処理を施すプロセッサ画像処理回路と、不揮発性のプロセッサ画像処理用
メモリとを有するプロセッサとを備え、スコープ画像処理用メモリ、及びプロセッサ画像
処理用メモリは、前段の画像処理と後段の画像処理に使用されるパラメータまたはプログ
ラムを含む画像処理関連データを記録し、スコープ更新準備用メモリは、スコープ画像処
理用メモリに記録された画像処理関連データが、プロセッサ画像処理用メモリに記録され
た画像処理関連データに比べて古い場合、プロセッサ画像処理用メモリに記録された画像
処理関連データを一時記録するために使用され、スコープ更新準備用メモリに画像処理関
連データが一時記録された場合は、スコープ画像処理用メモリの画像処理関連データが、
スコープ更新準備用メモリに一時記録された画像処理関連データに書き換えられる。
【発明の効果】
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【００１０】
　以上のように本発明によれば、外部機器に接続することなく、画像処理パラメータやフ
ァームウェアの更新が容易に行える内視鏡システムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本実施形態における内視鏡システムの構成について、図１を用いて説明する。本
実施形態に係る内視鏡システム１は、スコープ１０、プロセッサ３０、モニタ５０、及び
入力装置６０を備える。
【００１２】
　スコープ１０は、ＣＣＤなどの撮像部１１、ＤＳＰなどのスコープ画像処理回路１５、
スコープ制御部２０、不揮発性のスコープ画像処理用メモリ２１、及び揮発性のスコープ
更新準備用メモリ２２を有する。
【００１３】
　プロセッサ３０は、絶縁回路３１、ＤＳＰなどのプロセッサ画像処理回路３５、プロセ
ッサ制御部４０、不揮発性のプロセッサ画像処理用メモリ４１、及び揮発性のプロセッサ
更新準備用メモリ４２を有する。プロセッサ３０ではスコープ１０により取得されスコー
プ画像処理回路１５でＹＣ分離など前段の画像処理が施された画像信号に対し、モニタ５
０で表示可能な画像（ビデオ信号）を生成する後段の画像処理が施される。
【００１４】
　プロセッサ３０には、モニタ５０が接続される。モニタ５０は、プロセッサ３０で画像
処理された、所定のビデオ信号の規格に準拠した画像を表示する表示手段である。また、
プロセッサ３０には、キーボードなどの入力装置６０が接続される。プロセッサ３０には
、モニタ５０や入力装置６０の他に、プロセッサ３０で画像処理された画像データ等を記
録する外部記憶装置や、画像を出力（プリントアウト）するプリンタなどが接続されても
よい。
【００１５】
　次に、各部の詳細について説明する。被観察体からの反射光は対物光学系（不図示）を
介して撮像部１１の撮像素子に入射され、撮像素子の入射面に被観察体の光学像が結像さ
れる。撮像素子では入射した被観察体の光学像が光電変換され、該光学像に基づいた画像
信号が出力される。
【００１６】
　撮像部１１から出力された画像信号は、スコープ画像処理回路１５においてＹＣ分離な
ど前段の画像処理が施され、絶縁回路３１を介してプロセッサ画像処理回路３５に出力さ
れる。プロセッサ３０では、プロセッサ画像処理回路３５において、後段の画像処理が施
されて、モニタ５０で出力可能なビデオ信号にされる。
【００１７】
　スコープ画像処理用メモリ２１は、γ特性、エンハンスメント、輝度信号のリミット値
など、スコープ画像処理回路１５における前段の画像処理、及びプロセッサ画像処理回路
３５における後段の画像処理に使用されるパラメータ（ステートメントデータ）を、スコ
ープ１０に接続されうるプロセッサ３０の機種ごとに、且つプロセッサ３０に接続されう
るスコープ１０の機種ごとに、グループ化した画像処理関連データとして記録する。画像
処理関連データのうち、使用するスコープ１０に対応するパラメータは、スコープ画像処
理回路１５における前段の画像処理に使用される。また、画像処理関連データは、プロセ
ッサ画像処理用メモリ４１にも記録されており、スコープ制御部２０とプロセッサ制御部
４０との通信により、一方の画像処理関連データが他方の画像処理関連データに比べて古
い場合には、他方の画像処理関連データが一方の画像処理関連データに上書きされて更新
される。
【００１８】
　スコープ画像処理回路１５は、スコープ１０とプロセッサ３０とが接続され、且つ電源
がオン状態にされた時に、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処理関連デー
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タから使用するパラメータを読み出しする。読み出しされたパラメータは、スコープ１０
とプロセッサ３０とが接続されて電源がオン状態にされている間、スコープ画像処理回路
１５で一時記録され、この間の前段の画像処理に使用される。
【００１９】
　スコープ更新準備用メモリ２２は、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処
理関連データが、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連データに比
べて古い場合に、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処理関連データを新し
くする更新の準備のために、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連
データを記録するのに使用される。
【００２０】
　プロセッサ画像処理用メモリ４１は、スコープ画像処理用メモリ２１と同様に、画像処
理関連データを記録する。プロセッサ更新準備用メモリ４２は、プロセッサ画像処理用メ
モリ４１に記録された画像処理関連データが、スコープ画像処理用メモリ２１に記録され
た画像処理関連データに比べて古い場合に、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録され
た画像処理関連データを新しくする更新の準備のために、スコープ画像処理用メモリ２１
に記録された画像処理関連データを記録するのに使用される。
【００２１】
　プロセッサ画像処理回路３５は、スコープ１０とプロセッサ３０とが接続され、且つ電
源がオン状態にされた時に、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連
データから使用するパラメータを読み出しする。読み出しされたパラメータは、スコープ
１０とプロセッサ３０とが接続されて電源がオン状態にされている間、プロセッサ画像処
理回路３５で一時記録され、この間の後段の画像処理に使用される。
【００２２】
　スコープ制御部２０とプロセッサ制御部４０とは、スコープ１０とプロセッサ３０とが
接続された時であって、映像信号処理１５における前段の画像処理やプロセッサ画像処理
回路３５における後段の画像処理が開始される前、すなわち内視鏡システム１における通
常動作が行われる前に、双方向に通信を行い、スコープ画像処理用メモリ２１に記録され
た画像処理関連データと、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連デ
ータのバージョンを比較する。また、比較した結果、バージョンが異なる場合には、古い
方の画像処理関連データを、新しい方の画像処理関連データに書き換える（更新する）。
更新後は、新しくされた画像処理関連データの中の対応するパラメータを使って画像処理
が行われる。
【００２３】
　画像処理関連データの書き換えは、新しい方の画像処理用メモリに記録された画像処理
関連データを、一旦古い方の更新準備用メモリに記録した後、古い方の画像処理用メモリ
に記録された画像処理関連データを、古い方の更新準備用メモリに記録された画像処関連
データに書き換えることにより行われる。
【００２４】
　具体的には、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処理関連データが、プロ
セッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連データよりも古い場合には、プロ
セッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連データが、一旦スコープ更新準備
用メモリ２２に記録され、その後、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処理
関連データが、スコープ更新準備用メモリ２２に記録された画像処理関連データに書き換
えられる。同様に、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連データが
、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処理関連データよりも古い場合には、
スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処理関連データが、一旦プロセッサ更新
準備用メモリ４２に記録され、その後、プロセッサ画像処理メモリ４１に記録された画像
処理関連データが、プロセッサ更新準備用メモリ４２に記録された画像処理関連データに
書き換えられる。
【００２５】
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　次に、画像処理関連データを書き換えする手順について、図２のフローチャートを用い
て説明する。スコープ１０とプロセッサ３０が接続され、内視鏡システム１の電源がオン
状態にされると、ステップＳ１１で、スコープ制御部２０とプロセッサ制御部４０との間
で通信が行われる。ステップＳ１２で、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像
処理関連データのバージョンと、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理
関連データのバージョンとの比較が行われ、互いのバージョンが異なるか否かが判断され
る。画像処理関連データのヘッダなどには、更新時期などのバージョン情報が記載されて
おり、バージョンの比較に使用される。バージョンが等しい場合には、画像処理関連デー
タを新しく書き換えることが出来ないため、画像処理関連データの書き換え動作が終了し
、内視鏡システム１が通常動作が可能な状態にされる。バージョンが異なる場合には、ス
テップＳ１３に進められる。
【００２６】
　ステップＳ１３で、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連データ
のバージョンが、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処理関連データのバー
ジョンよりも新しいか否かが判断される。プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録された
画像処理関連データのバージョンが、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処
理関連データよりも新しい場合は、ステップＳ１４に進められ、新しくない場合は、ステ
ップＳ１５に進められる。
【００２７】
　なお、ステップＳ１３の手順に進められる前に、画像処理関連データを書き換えるか否
かを使用者に問う表示を表示部５０で行い、使用者が入力装置６０を使って画像処理関連
データを書き換える旨の指示に対応する所定の操作を行ったか否かを判断してもよい。こ
の場合、表示部５０には、スコープ画像処理用メモリ２１とプロセッサ画像処理用メモリ
４１の一方に記録された画像処理関連データが古く、他方に記録された画像処理関連デー
タに書き換えるか否かを問う表示が行われる。古い方の画像処理関連データを書き換える
旨の指示に対応する所定の操作が、使用者により行われた場合には、ステップＳ１３に進
められる。所定の操作が行われなかった場合には、画像処理関連データの書き換え動作が
終了し、内視鏡システム１が通常動作が可能な状態にされる。
【００２８】
　ステップＳ１４で、プロセッサ３０が、新しい画像処理関連データを送信するマスタに
設定され、スコープ１０が、マスタから送信された新しい画像処理関連データを受信する
スレーブに設定される。ステップＳ１５で、スコープ１０が、新しい画像処理関連データ
を送信するマスタに設定され、プロセッサ３０が、マスタから送信された新しい画像処理
関連データを受信するスレーブに設定される。
【００２９】
　ステップＳ１６で、マスタに設定された方の画像処理用メモリから、画像処理関連デー
タが、スレーブに設定された方に送信される。具体的には、プロセッサ３０がマスタに設
定された場合には、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連データが
スコープ１０に送信され、スコープ１０がマスタに設定された場合には、スコープ画像処
理用メモリ２１に記録された画像処理関連データがプロセッサ３０に送信される。
【００３０】
　ステップＳ１７で、スレーブに設定された方が、画像処理関連データを受信し、スコー
プ更新準備用メモリ２２またはプロセッサ更新準備用メモリ４２に一時記録する。具体的
には、スコープ１０がスレーブに設定された場合には、プロセッサ画像処理用メモリ４１
に記録された画像処理関連データを、スコープ１０が受信して、スコープ更新準備用メモ
リ２２に一時記録する。プロセッサ３０がスレーブに設定された場合には、スコープ画像
処理用メモリ２１に記録された画像処理関連データを、プロセッサ３０が受信して、プロ
セッサ更新準備用メモリ４２に一時記録する。
【００３１】
　スコープ画像処理用メモリ２１やプロセッサ画像処理用メモリ４１に直接画像処理関連
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データを書き込みしないのは、画像処理関連データの送信中に、電源がオフ状態にされる
など送信処理の中断、及びデータ書き込み中のエラーによるメモリの破損などが、起こり
得るため、これらが内視鏡システム１における通常動作に影響を及ぼすことを防ぐためで
ある。
【００３２】
　ステップＳ１８で、マスタに設定された方の制御部は、画像処理関連データの送信が完
了したか否かを判断する。具体的には、プロセッサ３０がマスタに設定された場合には、
プロセッサ制御部４０が、スコープ１０への画像処理関連データの送信が完了したか否か
を判断する。スコープ１０がマスタに設定された場合には、スコープ制御部２０が、プロ
セッサ３０への画像処理関連データの送信が完了したか否かを判断する。完了していない
場合は、ステップＳ１６、Ｓ１７が繰り返し行われる。完了している場合は、ステップＳ
１９に進められる。
【００３３】
　ステップＳ１９で、マスタに設定された方の制御部は、画像処理関連データの送信が完
了したこと示す信号を、スレーブに設定された方の制御部に対して送信する。具体的には
、プロセッサ３０がマスタに設定された場合には、プロセッサ制御部４０が、スコープ制
御部２０に、画像処理関連データの送信が完了したことを示す信号を送信する。スコープ
１０がマスタに設定された場合には、スコープ制御部２０が、プロセッサ制御部４０に、
画像処理関連データの送信が完了したことを示す信号を送信する。
【００３４】
　ステップＳ２０で、スレーブに設定された方の制御部は、更新準備用メモリに一時記録
された画像処理関連データを、画像処理用メモリにコピーして、画像処理用メモリに記録
された画像処理関連データを更新する。具体的には、スコープ１０がスレーブに設定され
た場合には、スコープ制御部２０が、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処
理関連データを消去し、スコープ更新準備用メモリ２２に一時記録された画像処理関連デ
ータを、スコープ画像処理用メモリ２１にコピーする。プロセッサ３０がスレーブに設定
された場合には、プロセッサ制御部４０が、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録され
た画像処理関連データを消去し、プロセッサ更新準備用メモリ４２に一時記録された画像
処理関連データを、プロセッサ画像処理用メモリ４１にコピーする。これにより、スコー
プ画像処理用メモリ２１に記録された画像処理関連データのバージョンと、プロセッサ画
像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連データのバージョンとが、同じ新しいバー
ジョンに合わされる。
【００３５】
　ステップＳ２１で、スレーブに設定された方の画像処理用メモリに記録された画像処理
関連データが新しいバージョンに書き換えられたことが、表示部５０に示され、画像処理
関連データの書き換え動作が終了し、内視鏡システム１が通常動作が可能な状態にされる
。具体的には、スコープ１０がスレーブに設定された場合には、スコープ画像処理用メモ
リ２１に記録された画像処理関連データが、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録され
た画像処理関連データと同じ新しいバージョンに書き換えられたことが、表示部５０に示
される。プロセッサ３０がスレーブに設定された場合には、プロセッサ画像処理用メモリ
４１に記録された画像処理関連データが、スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画
像処理関連データと同じバージョンに書き換えられたことが、表示部５０に示される。
【００３６】
　内視鏡システム１が通常動作が可能な状態にされると、スコープ画像処理回路１５は、
スコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処理関連データの中の、スコープ画像処
理回路１５に対応するパラメータを使って前段の画像処理を行う。また、プロセッサ画像
処理回路３５は、プロセッサ画像処理用メモリ４１に記録された画像処理関連データの中
の、プロセッサ画像処理回路３５に対応するパラメータを使って後段の画像処理を行う。
【００３７】
　これにより、スコープ制御部２０のスコープ画像処理回路１５が前段の画像処理で使用
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するパラメータ、及びプロセッサ画像処理回路３５が後段の画像処理で使用するパラメー
タを含む画像処理関連データであって、スコープ画像処理用メモリ２１とプロセッサ画像
処理用メモリ４１の一方（古い画像処理関連データを記録した方）に記録されるものを、
該画像処理関連データであってスコープ画像処理用メモリ２１とプロセッサ画像処理用メ
モリ４１の他方（新しい画像処理関連データを記録した方）に記録されるものを使って、
容易に新しい状態（バージョン）に更新することが可能になる。
【００３８】
　また、スコープ１０とプロセッサ３０とを接続するだけで、古い方の画像処理関連デー
タを新しくすることが出来るため、外部機器を使ってデータの書き換えを行う形態に比べ
て、使用者の負担を少なくすることが可能になる。
【００３９】
　例えば、最新の画像処理関連データをスコープ画像処理用メモリ２１に記録したスコー
プ１０を用意することで、スコープ１０に接続されたプロセッサ３０のプロセッサ画像処
理用メモリ４１に記録された画像処理関連データは総て最新のものに書き換えすることが
可能になる。次に、最新のものに書き換えられた画像処理関連データをプロセッサ画像処
理用メモリ４１に記録したプロセッサ３０に、他のスコープ１０が接続されると、他のス
コープ１０のスコープ画像処理用メモリ２１に記録された画像処理関連データについても
最新のものに書き換えすることが可能になる。
【００４０】
　なお、本実施形態では、画像処理関連データが、スコープ画像処理回路１５やプロセッ
サ画像処理回路３５で行う画像処理に使用するパラメータであるとして説明したが、他の
データ、例えばファームウエアプログラムであってもよい。この場合は、ステップＳ２０
における上書き更新後に、更新されたプログラムをインストールするステップが付け加え
られる。
【００４１】
　また、スコープ１０、及びプロセッサ３０がともに更新準備用メモリを有する形態を説
明した。この場合は、新しいバージョンの画像処理関連データをスコープ１０からプロセ
ッサ３０に供給することも、プロセッサ３０からスコープ１０に供給することも可能であ
るが、スコープ１０とプロセッサ３０のいずれか一方だけが更新準備用メモリを有し、新
しいバージョンの画像処理関連データの供給がスコープ１０からプロセッサ３０へ、また
はプロセッサ３０からスコープ１０へのいずれか一方だけが可能である形態であってもよ
い。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本実施形態における内視鏡システムの構成図である。
【図２】画像処理関連データを書き換えする手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００４３】
　１　内視鏡システム
　１０　スコープ
　１１　撮像部
　１５　スコープ画像処理回路
　２０　スコープ制御部
　２１　スコープ画像処理用メモリ
　２２　スコープ更新準備用メモリ
　３０　プロセッサ
　３１　絶縁回路
　３３　プロセッサ画像処理回路
　４０　制御部
　４１　プロセッサ画像処理用メモリ
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　４２　プロセッサ更新準備用メモリ
　５０　モニタ
　６０　入力装置

【図１】 【図２】
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